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  年度      売上高（うち完成品売上高・比率）        
１９８６年度   ４７１億円（完成品２２５億円・４７．８％）   
１９８７年度   ６８２億円（完成品３６０億円・５２．８％）   
１９８８年度  １０３７億円（完成品６３５億円・６１．２％）  
































































































































































































































































































































































































































































































































































       
           （写真 ＰＣ－２８６Ｖ） 


























































































































  年・月          ＮＥＣ      ＥＰＳＯＮ      その他 
 １９８７年５月      ９４．３％      １．０％      ４．７％ 
      ６月      ９１．９       １．３       ６．８ 
      ７月      ９１．３       １．７       ７．０ 
      ８月      ９２．２       ２．１       ５．７ 
      ９月      ８６．９       ４．３       ８．８ 
     １０月      ８４．８       ９．９       ５．３ 
     １１月      ７３．７      ２０．１       ６．２ 
     １２月      ７６．０      １８．１       ５．９ 
 １９８８年１月      ７９．５      １４．４       ６．１ 
      ２月      ７８．４      １６．０       ５．６ 
      ３月      ８０．６      １２．４       ７．０ 
      ４月      ７９．５      １４．４       ６．１ 
      ５月      ７４．４      １８．６       ７．０ 
      ６月      ７４．９      １９．３       ５．８ 
      ７月      ７２．１      ２１．９       ６．０ 
      ８月      ７３．９      ２１．２       ４．９ 
      ９月      ７１．６      ２２．５       ５．９ 
     １０月      ６９．３      ２４．８       ５．９ 
 
 








































































          （写真 PC-286LS） 


































































 6 月 7 日世界初のノートパソコン“ＥＰＳＯＮ ＰＣ－２８６ Ｎｏｔｅ Ｅｘｅｃｕｔ
ｉｖｅを発表した。ただし、発売は 9 月中旪の予定だった。このＰＣ－２８６ Ｎｏｔｅ 
Ｅｘｅｃｕｔｉｖｅは外部記憶装置としてＩＣカードを 2 スロット採用し、厚さ３５mm、





MS-DOS を内部 ROM に標準搭載していた。だから日本語ワープロ・表計算が即座にでき
たし、通信機能も搭載されていた。ただし価格は消費税別で￥４５８，０００とやや高め
だった。 









           （写真 ＰＣ－２８６NOTE  Executive）  
             
 
 








 悪夢の始まりは 6 月 26 日だった。東芝がノートパソコン「東芝 ダイナブック










 秋から年末の商戦では東芝・NEC のノートパソコン攻勢の前にエプソンの Note 
Executive は完全に失速した。 
 エプソンがフロッピー搭載のノートパソコン PC－286NOTE・F の発表にこぎつけたの






























は３５３億円だった。９８互換機市場参入 3 年目にして味わうはじめての挫折であった。 
  
 （２）プリンタ 




 1989 年の主な新製品を列挙すると、下記のとおりである。 
  ＊3 月 カラー２４ドットシリアルインパクト漢字プリンタ VP-2000 
          同上                  VP-900 
  ＊6 月 単票、連続用紙ワンタッチ切り替え可能低価格 24 ピン漢字プリンタ VP-550 




       シリアルインパクトプリンタ VP-2050 
                     VP-950  
                                         VP-1350 
                     VP-1500 
             サーマルプリンタ      AP-850 
                     AP-550EX 
             この一斉切り替えが年末商戦で威力を発揮する。 
 
              
 
 ページプリンタもファームの標準をキャノンの LIPS に先行を許したが、1989 年 3 月に
ページプリンタ用コントロール体系 ESC／PAGE を完成し、「日本語対応ページプリンタ
LP-7000 ESC/PAGE 対応機」を発売し、追撃体制にはいった。 
 インクジェットプリンタでは 2 月に HG-4800,7 月に IBM PS/５５シリーズ対応の高速
インクジェットプリンタ BS-3000 そして 8 月に同 BS-800 を発売している。 
 1989 年度プリンタの売上は日本市場で初めて 200 億円を突破し、208 億円を記録した。 
 
 （３）民生機器 
 民生機器は 1984 年に発売した世界初の液晶ポケットカラーテレビ「テレビアン ET-101」
（84 年日経年間優秀賞製品賞「日経産業新聞賞｣受賞」を起源とする。液晶テレビは 85 年
以降も毎年新製品が発売され、86 年には縦型ハンディ液晶カラーテレビ ET-303 や 88 年に
はキューブ型液晶カラーテレビ ET-708 など趣を変えた液晶テレビも発売されてその存在
感を高めてきた。また、1988 年にはハンディワープロ「ワードバンク PEN」が発売された。 
 情報機器に偏りすぎたエプソン販売完成品のバランスを是正するためには、民生機器営
業を強化するという方針が出され、1988 年 10 月 21 日付で民生機器営業課が誕生した。そ
の 2 ヶ月後の 12 月 21 日、民生機器営業担当として、河西保美がセイコーエプソンから営



























 1989 年度も KX-2020,KX-5080,KX-5150,VX-2040 などの新製品が投入された。 











 1989 年度のエプソン販売の売上高は 1177 億円、計画の 1220 億円に対して、3.5％の未
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